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Original Data Source:
International Technology Roadmap for Photovoltaics (SEMI-ITRPV), Result 2014 
http://www.itrpv.net/Reports/Downloads/
Learning curve fit by Kurokawa. 

累積世界生産量 ( )
~2030 ~2050 ~2075

By Kurokawa 



http://www.nrel.gov/ncpv/images/efficiency_chart.jpg

1 Aug 2014

44.4%
44.7%

37.9%
38.8%

25.6％
25.6%

kurochans-netkurochans-netSource=Data compiled by Kazmerski, National Renewable Energy Laboratory (NREL). 

4

PV Cell Efficiency (research level, 1 Aug 2014)
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Source=Data compiled by Kazmerski, National Renewable Energy Laboratory (NREL). 
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日本の太陽電池国内出荷量推移

2013年度末において モジュール国内出荷8 55GWを達成（前年度比2 2倍・2011年度比6 1倍）2013年度末において、モジュ ル国内出荷8.55GWを達成（前年度比2.2倍・2011年度比6.1倍）
2013年度末の設備認定量は65.73GW、既に導入されたものも合計すると71.33GW
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出典：JPEA出荷統計資料，新エネルギー小委員会資料，2014.8.8
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2030年までの設置量

2014年度以降 年度ごとの設置想定量を試算した結果 2020年には約69GW 2030年には100GWの設2014年度以降、年度ごとの設置想定量を試算した結果、2020年には約69GW、2030年には100GWの設
置を見込む
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＜年度ごとの設置量試算の前提条件＞
・系統連系課題による設置断念等は反映しないで試算
・2012年度、2013年度の設備認定量の内、取消・断念を除した設置想定量に基づき、年度ごとの設置想定量を試算
・2014年度以降は、設置の最大ネックとなる施工能力の上限値を年度の設置上限値として試算

太陽光発電協会内の主な発電事業者に対して実施したヒアリング結果により 施工経験値等を踏まえて翌年度以降を試算 2013年度実績（7GW）
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太陽光発電協会内の主な発電事業者に対して実施したヒアリング結果により、施工経験値等を踏まえて翌年度以降を試算。2013年度実績（7GW）
に対して2014年度は前年比110％、2015年度以降は2014年比105％を施工能力の上限として試算

出典：JPEA出荷統計資料，新エネルギー小委員会資料，2014.8.8
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